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第第第第１１１１章章章章    公共施設公共施設公共施設公共施設のののの再配置再配置再配置再配置についてについてについてについて 

 １１１１．．．．１１１１    公共施設再配置計画公共施設再配置計画公共施設再配置計画公共施設再配置計画とはとはとはとは 

（（（（１１１１））））    背景背景背景背景とととと目的目的目的目的    

本市の公共施設は、老朽化が進んでおり、今後多くの公共施設が建築後の耐用年数を迎える

中、建替えや改修等に多額の費用が見込まれる一方、少子高齢化に伴う人口減少など社会情勢

の変化により財政状況は一層厳しさを増していくことが予測されます。 

このような状況を踏まえて、本市では、安定かつ適切な行政サービスの継続を目指し、平成

２３年４月から公有財産の利活用に関する検討を進め、公共施設等の現状把握、更新（建替え）

や改修費用などの将来予測、人口減少率などを総合的に検討し、公共施設等に関する基本とな

る考え方「南丹市公共施設等総合管理計画」（以下「総合管理計画」という）を平成２９年度

に策定しました。 

この総合管理計画に基づき、本市公共施設マネジメントの推進体制を構築するとともに、時

代に即したまちづくりと適切な公共サービスの確保を着実に推進していくことを目的としてい

ます。 

 

（（（（２２２２））））    計画計画計画計画のののの位置付位置付位置付位置付けけけけ    

本計画は、総合管理計画を受け、本市が所有する公共施設の保有量の適正化を推進する方針を

示す計画と位置付けます。 

本計画策定後は、個別施設の集約・複合化などによる再編を本計画に基づき進め、維持してい

くとなった個別施設の維持管理等に関する長期保全計画を策定していきます。なお、既に施設の

整備や維持管理等の考え方を示している個別計画、長寿命化計画については、整合を図ります。 

 

 
図 1 南丹市公共施設再配置計画の位置付け



 

2 

 

（（（（３３３３））））    計画計画計画計画のののの期間期間期間期間    

本計画の計画期間は、平成 31（2019）年度から平成 60（2048）年度の 30年間を計画期間とし、

計画期間内の 10年間毎を実行期間とします。このうち、当初（第Ⅰ期）の 10 年間の具体的な方

針を示します。 

その後は、10 年毎に計画の進捗状況や社会情勢・財政状況の変化などを踏まえて、見直しを行

い、期毎の計画を策定します。また、関連計画の策定・変更がなされた場合や本市の財政状況等

に変更が生じた場合にも、必要に応じて適宜見直すこととします。 

 

（（（（４４４４））））    対象施設対象施設対象施設対象施設    

本計画では、公共施設等総合管理計画で対象とした公共施設等のうち、インフラ施設（付帯施

設を含む。）を除いた全ての公共施設（平成 29年度現在：335施設）を対象としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設等 

公共施設（庁舎、集会施設、体育館等） 

インフラ（道路・橋梁・上下水道等） 

プラント施設 

公有財産 

土 地 

その他の財産 

公共施設等総合管理計画の対象 

再配置計画の対象 

図 3 対象施設 
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【第Ⅱ期】

計画期間：10年

【第Ⅲ期】
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計画期間：30年

公共施設等

総合管理計画

公共施設

再配置計画

図 2 計画期間 
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ただし、具体的な再配置の検討においては、消防施設、公園、公営住宅等については対象外と

しました。（下記参照）なお、現状の整理・評価においては、これらの施設も含めて整理してい

ます。 

 

 

 

 

（（（（５５５５））））    本計画書本計画書本計画書本計画書のののの構成構成構成構成    

本計画は、以下に示す流れで全体を構成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 本計画書の構成 

  

※具体的な再配置の検討から除外した主な公共施設 

 ●消防施設：地域防災の面からの個別に検討する必要であるため。 

●公 園 ：建築物が無い施設が殆どであり、個別に検討するため。 

●公営住宅：個別に長寿命化計画を策定する必要があるため。 

第３章 市民ワークショップについて 

 ３．１ 市民ワークショップの開催概要 

 ３．２ 市民ワークショップの結果 

第４章 公共施設再配置の方針について 

４．１  第Ⅰ期（１０年間）の再配置方針 

４．２ 第Ⅰ期における利用圏域を踏まえた行政サービスの再配置の考え方 

４．３ 再配置の長期方針（３０年後に向けて） 

第２章 公共施設の現状について 

２．１ 公共サービス（機能）に関するヒアリング結果 

２．２ 建物状況と課題 

第１章 公共施設の再配置について 

１．１ 公共施設再配置計画とは 

１．２ 再配置の基本的な考え方 
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１１１１．．．．２２２２    再配置再配置再配置再配置のののの基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方 

（（（（１１１１））））    再配置再配置再配置再配置のののの検討検討検討検討にあたってにあたってにあたってにあたって    

本市では、平成 29 年 9月に南丹市公共施設等総合管理計画を策定し、本市における公共施設等の

現状及び課題を踏まえ、今後の公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する方針は、ファシリテ

ィマネジメントの考え方を導入し、公共施設等の量及び質の最適化と長寿命化を図ることを基本と

しています。 

また、公共施設全体の最適化を図るため、「市民参加による合意形成」「施設の質と量の最適化」

「財政負担の軽減と平準化」を基本理念として、その実現を目指すこととしています。 

本計画においても、この３つの基本理念にしたがい、取り組みを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（南丹市公共施設等総合管理計画より） 

図 5 公共施設等の管理に関する基本的な考え方 
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（（（（２２２２））））    再配置再配置再配置再配置の３つのの３つのの３つのの３つの柱柱柱柱    

再配置計画を進めるにあたり、公共施設等総合管理計画の基本理念を踏まえ、次の３項目を

柱とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（３３３３））））    再配置再配置再配置再配置のののの数値数値数値数値目標目標目標目標    

公共施設等総合管理計画の数値目標にしたがって、公共施設総量の延床面積を今後 30 年間で

20%以上削減とします。 

 

（（（（４４４４））））    再配置計画再配置計画再配置計画再配置計画のののの構成構成構成構成    

南丹市公共施設再配置計画の計画期間は 30 年間（2019 年から 2048 年）を長期目標とし、10

年間ごとに中期計画を設定します。30 年間の長期方針については再配置の基本的な考え方と方

向性を示し、最初の 10年間で利用圏域を踏まえた行政サービスの再配置方針と老朽化した施設

の廃止や集約・複合化の考え方を示します。10年ごとに進捗状況等について評価を行い、必要

に応じて計画変更を行いながらフォローアップして長期方針の達成を目指します。 

①：利⽤圏域を踏まえたサービス機能の配置 

 サービス機能（用途）について、それぞれに相当する利⽤圏域（広域、まちづくり圏域、

生活圏域）を設定し、配置バランスを検討します。 

②：積極的な機能の集約・複合化 

 集約・複合化、及び統廃合を伴わない施設の新規整備は原則⾏わないことを前提に、集

約化による重複施設の整理や多機能化による効果を検討するなど、積極的な集約・複合化

を検討します。 

③:サービス機能の維持に向けた⺠間活⼒の導入 

 施設の管理・運営などを含めた多様な⺠間活⼒の導⼊について検証し、効果の⾼いもの

について積極的な導入を進めていきます。管理運営を地域で担える施設については、地域

への譲渡についても検討します。 
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表 1 再配置計画ロードマップ 

 

   ※社会情勢の動向を踏まえながら、適宜見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項　　目

第Ⅰ期

2019年度～2028年度

第Ⅱ期

2029年度～2038年度

第Ⅲ期

2039年度～2048年度

老朽化施設の統廃合

集約・複合化

地域エリアの再検討

拠点の設定

再配置進捗状況等の評価検証

中期計画の見直し

再配置計画の総括
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第第第第２２２２章章章章    公共施設公共施設公共施設公共施設のののの現状現状現状現状についてについてについてについて 

２２２２．．．．１１１１    公共公共公共公共サービスサービスサービスサービス（（（（機能機能機能機能））））にににに関関関関するヒアリングするヒアリングするヒアリングするヒアリング結果結果結果結果 

公共施設において市が提供している行政サービスについて、庁内の各所管課にヒアリングを行

い、その結果を次のとおり取りまとめました。 

表 2 公共サービス（機能）のヒアリング結果 

行政サービス（機能） 公共サービス（機能）の必要性 

①集会機能 

 

市民文化系施設の自治会

館や社会教育施設の公民

館・集会所、保健福祉施設、

行政系施設の消防団拠点

施設、学校教育系施設の小

学校など 

・様々な施設分類、市域全体、旧町単位、さらに小さな地区単位を利 

 用圏域とした施設が多数存在しています。 

・民間等サービスによる代替可能性のある施設はほとんど無く、公共 

 サービスとして提供が必要ですが、自治振興会館等の地区住民の利 

 用が主である施設については、既に指定管理となっている施設も多 

 く、利用圏域を踏まえ、指定管理又は地元等への移管の可能性があ 

 ります。 

②貸館機能 

 

社会教育系施設の公民館

や博物館をはじめ体育館

やグラウンド等の社会体

育施設、市民文化系施設、

産業系施設の観光関係施

設など 

・体育館やグラウンド等の社会体育施設では民間等（京都府施設）サ 

 ービスがある施設もあるが、民間代替性の可能性がある施設はほと 

 んどありません。そのため、公共サービスとしては今後とも維持し 

 ていく必要がありますが、府施設の広域利用についても可能性があ 

 ります。 

・市民文化系施設（集会施設）や観光系施設では、指定管理を導入し 

 ている施設も多く、利用圏域等を踏まえ、指定管理又は関係団体等 

 への移管の可能性があります。 

③事務機能 

 

行政事務の執務場所とし

ての本庁舎、各支所や、市

民系文化施設のコミュニ

ティセンターなど 

・機能の性質上、今後とも行政サービスとして提供が必要な施設です。 

・市民文化系施設、保健福祉施設では、指定管理を導入している施設 

 もあり、利用圏域等を踏まえ、指定管理又は関係団体等への移管の 

 検討が必要です。 

・産業系施設においては、民間への代替可能性もあります。 

④窓口機能 

 

各種行政サービスの窓口

として、本庁舎、各支所 

・施設の性質上、民間等への代替可能性はなく、今後とも、行政サー 

 ビスとして提供することが必要です。 

⑤教育機能 

 

小中学校、幼稚園、学校給

食共同調理場、社会教育系

・小学校、中学校、学校給食共同調理場は、民間等サービス代替の可 

 能性は無く、今後とも行政としてサービス提供が必要です。 

・幼稚園は民間施設がありますが、市民の選択肢を確保する意味で、 
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施設の公民館や生涯学習

センターなど 

 今後とも行政サービスとして提供が必要です。 

⑥育児・児童育成機能 

 

保育所・子育てすこやかセ

ンター等や、市民文化系施

設の児童老人会館など 

・保育所は、民間施設の進出計画もありますが、保育所の確保、採算 

 性（特に日吉・美山地域）も勘案すると、今後とも公共サービスと 

 しての提供が必要です。 

・育児活動の場の提供としての機能も、公共サービスとして必要です。 

⑦観光・レクリエーシ 

 ョン 機能 

 

公園、社会教育施設の博物

館・資料館、産業系施設の

各観光施設など 

・公園は、市民への憩いの場の提供として必要な施設です。  

 （※ 再配置計画の検討対象外） 

・基本的には公共サービスとして今後とも提供が必要ですが、博物館・ 

 資料館、産業系施設の一部施設については、民間等代替可能性もあ 

 ります。また、多くの施設が指定管理制度を導入しており、利用圏 

 域等を踏まえ、指定管理者制度又は関係団体等への移管の検討が必 

 要です。 

⑧スポーツ機能 

 

小中学校の屋内外運動場、

公園、社会教育施設の体育

館・グラウンドなど 

・小学校・中学校の屋内運動場、グラウンドは、児童・生徒に加え、 

 地域住民の活用も含め必要です。 

・公園は、市民の健康づくりの場の提供として必要な施設です。 

 （※再配置計画の検討対象外） 

・社会教育施設の体育館・グラウンド等については、民間等（府施設） 

 サービスの供給もあるが民間等代替可能性は無く、今後とも必要な 

 公共サービスの提供の場です。また、指定管理を導入している施設 

 もあり、利用圏域等を踏まえ、指定管理又は関係団体等への移管の 

 可能性があります。 

⑨保健・医療・福祉 

 機能 

 

保健福祉センター・障害者

福祉施設、医療施設の診療

所の他、市民文化系施設の

自治振興会館・コミュニテ

ィセンターなど 

・ほとんどの施設が民間等による代替可能性が無く、今後とも行政サ 

 ービスとして提供が必要です。 

・指定管理者制度を導入している施設も多くあります。今後、指定管 

 理者制度を継続、又は、関係団体への譲渡等についても検討が必要 

 です。 

⑩図書館機能 

 

中央図書館をはじめ各地

域の図書館、社会教育施設

に併設された図書室 

・市民の自発的な学習活動への参加の場として必要な施設であり、民 

 間等サービスによる代替可能性も無いことから、利用者サービスの 

 確保のため今後とも公共サービスとして必要です。 
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２２２２．．．．２２２２    建物状況建物状況建物状況建物状況とととと課題課題課題課題 

各公共施設の建物状況について、資料や各所管課のヒアリング結果から建物状況の課題などを

次のとおり取りまとめました。 

 本市は、木造、軽量鉄骨造等の建築物の耐用年数を 40 年、鉄筋コンクリート造等の耐用年数を

60 年とし、耐用年数の到来を使用期限とします。また、使用期限の半分の時期（木造、軽量鉄骨

造等 20 年、鉄筋コンクリート造等 30 年）を大規模修繕期としています。 

表 3 建物状況と課題 

施設類型 課題など 

行政系施設（庁舎） 

 

・大規模修繕時期を超過している施設が多くあります。 

・耐震診断、耐震補強が未実施の施設も存在しています。 

社会教育施設（社会教育施設） 

 

・現状で使用期限を超過している施設はありませんが、大規模 

 修繕時期を超過又は５年以内に超過する施設が全体の約半数 

 を占めています。 

・耐震診断は終わっていますが、耐震補強工事が未実施の施設 

 もあります。 

社会教育施設（社会体育施設） 

 

・１０年以内に使用期限を迎える施設が２施設ありますが、現 

 状で大規模修繕時期を超過又は５年以内に超過する施設が大 

 半を占めています。 

・ほとんどの施設が新耐震基準に対応していますが、２施設が 

 耐震診断未実施となっています。 

市民文化系施設（集会施設等） 

 

・使用期限を超過している施設が２施設ありますが、ほとんど 

 の施設が大規模修繕時期を超過しており、老朽化が進行して 

 いる施設が多くあります。 

・耐震診断未実施の施設も多く、耐震化への対応が遅れています。 

保健福祉施設（保健福祉施設等）

 

・使用期限が迫っている施設が１施設（５年以内）であり、ほと 

 んどの施設が使用可能な施設ですが、大規模修繕を超過してい 

 る施設が多くあります。 

・耐震診断未実施の施設が２施設あります。 

保健福祉施設（児童福祉施設） 

 

・１施設が使用期限を超過していますが、その他の施設は、当 

 分の間使用可能です。ただし、ほとんどの施設が大規模修繕 

 時期を超過しています。 

・耐震診断未実施の施設も３施設あります。 

医療施設（病院施設等） 

 

・老朽化した施設が多く、６施設中２施設が使用期限超過、１施設 

 が５年以内に使用期限を迎えます。 

・また、新耐震基準に対応した施設は２施設のみです。 
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産業系施設（観光関連施設） 

 

・使用期限が迫っている施設はありませんが、大規模修繕時期を超 

 過、５年以内、１０年以内に迎える施設がほとんどです。 

・観光関連施設は、全ての施設が新耐震基準に対応しています。 

産業系施設（農林水産関係施設）

 

・５年以内に使用期限が超過する施設、１０年以内に超過する施設 

 がそれぞれ１施設ずつあり、ほとんどの施設が大規模修繕時期を  

 超過しています。 

・１施設の耐震診断が未実施となっています。 

その他施設 

 

・老朽化した施設も多く、現状で大規模改修時期を超過している施 

 設が非常に多くなっています。また、耐震診断未実施の施設も多 

 くあります。 
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第第第第３３３３章章章章    市民市民市民市民ワークショップワークショップワークショップワークショップについてについてについてについて 

３３３３．．．．１１１１    市民市民市民市民ワークショップのワークショップのワークショップのワークショップの開催開催開催開催概要概要概要概要 

（（（（１１１１））））目目目目    的的的的        

市民の目線・立場に立った問題点やニーズ、期待などを把握するとともに、公共施設の有効

活用やサービス向上に向けた多彩なアイデアや提案を収集し、再配置計画の策定につなげてい

くことを目的に開催しました。 

 

（（（（２２２２））））テーマテーマテーマテーマ    

市民ワークショップでは、再配置方針の３つの柱をワークショップのテーマととらえ、公共

施設（ハコモノ）と提供されている行政サービス（機能）を切り離して考えることを手始めに

開催しました。 

 

 

 

テーマ ①:「身近にほしい行政サービス（機能）」、「少し距離があってもよい行政サービ

ス（機能）」、「市内にあればよい行政サービス（機能）」、「近隣市町にあればよい行政サ

ービス（機能）」について検討しました。 

 

 

 

テーマ② :複合化することによって使い勝手がよくなる行政サービス（機能）、複合化施設

の距離感などについて検討しました。 

 

 

 

テーマ③ :複合化や民間活力の導入による施設整備、運用などの先進事例を学び、公共で運営

すべき行政サービス（機能）、民間や市民団体と協力できる行政サービス（機能）、民間や市民

団体に委譲すべき行政サービス（機能）について検討しました。 

 

 

市民市民市民市民ワークショップワークショップワークショップワークショップ////テーマ①テーマ①テーマ①テーマ①：：：：利用圏域利用圏域利用圏域利用圏域をををを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえたサービスサービスサービスサービス機能機能機能機能のののの配置配置配置配置    
 

 サービス機能（用途）について、それぞれに相当する利用圏域（広域、まちづくり圏域、生

活圏域）を設定し、配置バランスを検討しました。 

市民市民市民市民ワークショップワークショップワークショップワークショップ////テーマ②テーマ②テーマ②テーマ②：：：：積極的積極的積極的積極的なななな機能機能機能機能のののの集約集約集約集約・・・・複合化複合化複合化複合化    
 

 集約・複合化を伴わない施設の新規整備は原則行わないことを前提に、集約化による重複施

設の統廃合や多機能化による相乗効果など、サービス機能の集約・複合化を検討しました。 

市民市民市民市民ワークショップワークショップワークショップワークショップ////テーマ③テーマ③テーマ③テーマ③::::サービスサービスサービスサービス機能機能機能機能のののの維持維持維持維持にににに向向向向けたけたけたけた民間活力民間活力民間活力民間活力のののの導入導入導入導入    

 

 「公共サービス」として提供する機能の必要性や、民間活力の導入、地域での公共サービス

の運営について検討しました。 
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（（（（３３３３））））開催概要開催概要開催概要開催概要    

市民ワークショップは、本市を構成する４つの旧町を単位とし、前述の３テーマに沿って各

地区で３回ずつ開催しました。参加者は公募した市民ワークショップメンバーを中心に延べ１

５３名でした。 

また、市民ワークショップの開催に先行し、市民に幅広く今後の公共施設のあり方について

関心を持っていただくための「公共施設シンポジウム」も開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

表 4 市民ワークショップの開催概要 

 

  

 第

第第

第 1

11

1 回

回回

回ワークショップ

ワークショップワークショップ

ワークショップ 

  

 第

第第

第 2

22

2 回

回回

回ワークショップ

ワークショップワークショップ

ワークショップ 

  

 第

第第

第 3

33

3 回

回回

回ワークショップ

ワークショップワークショップ

ワークショップ 

  

 

開催

開催開催

開催 

  

 

日時

日時日時

日時 

  

 

／

／／

／ 

  

 

場所

場所場所

場所 

  

 

園 部

園 部園 部

園 部 

  

 

地 区

地 区地 区

地 区 

  

 

10月3日（水）19時～21時 

市役所2号庁舎3階301会議室 

10月22日（月）19時～21時 

市役所2号庁舎3階301会議室 

11月11日（日）14時～16時 

市役所2号庁舎3階301会議室 

八 木

八 木八 木

八 木 

  

 

地 区

地 区地 区

地 区 

  

 

10月4日（木）19時～21時 

市役所八木支所3階防災ﾎー ﾙ 

10月23日（火）19時～21時 

市役所八木支所3階防災ﾎｰﾙ 

11月10日（土）14時～16時 

市役所八木支所３階防災ﾎｰﾙ 

日 吉

日 吉日 吉

日 吉 

  

 

地 区

地 区地 区

地 区 

  

 

10月5日（金）19時～21時 

市役所日吉支所3階第1会議室 

10月20日（土）14時～16時 

市役所日吉支所3階第1会議室 

11月9日（金）19時～21時 

市役所日吉支所3階第1会議室 

美 山

美 山美 山

美 山 

  

 

地 区

地 区地 区

地 区 

  

 

10月9日（火）19時～21時 

市役所美山支所1階大会議室 

10月21日（日）14時～16時 

市役所美山支所1階大会議室 

11月12日（月）19時～21時 

市役所美山支所1階大会議室 

概

概概

概  

    

  要

要要

要 

  

 

行政サービスについて、「近

くにある方がよい」か「遠く

でもよい」か意見を出し合い

ました。出し合った意見をも

とに利用圏域について、各グ

ループで考えをまとめ、キー

ワードやキャッチコピーを

まとめました。 

第１回ワークショップでま

とめた圏域別の行政サービ

スを確認しながら、身近な地

域に必要なサービス機能を

あらためて整理しました。そ

の結果を踏まえて、「複合化

できるサービス」と「サービ

スの使い方」について意見を

出し合いました。 

①事例発表 

グループワークを行う前に、

他の地域における公共施設

等の民間運営などの事例を

京都府立大学の皆さんに発

表してもらい、先進事例につ

いて意見交換を行いました。 

②グループワーク 

事例発表を踏まえ、市民が利

用しているサービス・施設に

ついて、「公共で運営すべき

もの」「民間や市民団体と協

力できるもの」「民間や市民

団体に委譲すべきもの」を考

えるグループワークを行い

ました。 

公共施設シンポジウム公共施設シンポジウム公共施設シンポジウム公共施設シンポジウム    

 ■開催日  平成 30年 6 月 30 日（土） 園部会場 

       平成 30年 7月 22日（日） 日吉会場 

 ■内容   園部会場：講演「みんなで考える公共施設の未来」 

            講師 京都府立大学公共政策学部准教授 川勝健志 氏 

       日吉会場：講演「まちをデザインしよう ～サスティナブルなまちへの 

               つくりなおしのススメ～」 

            講師 京都府立大学公共政策学部准教授 梅原 豊 氏 
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３３３３．．．．２２２２    市民市民市民市民ワークショップのワークショップのワークショップのワークショップの結果結果結果結果 

市民ワークショップで出された意見を整理すると、以下のとおりとなります。 

 

表 5 第 1 回ワークショップにおける主な意見 

第

第第

第１

１１

１回

回回

回ワークショップ

ワークショップワークショップ

ワークショップ 

  

 テーマ

テーマテーマ

テーマ 

  

 ：

：：

： 

  

 公共

公共公共

公共サービスの

サービスのサービスの

サービスの「

「「

「利用圏域

利用圏域利用圏域

利用圏域」

」」

」を

をを

を考

考考

考えよう

えようえよう

えよう 

  

 

近

近近

近くにある

くにあるくにある

くにある方

方方

方がよい

がよいがよい

がよい行政

行政行政

行政

サービス

サービスサービス

サービス（

（（

（旧小学校区域

旧小学校区域旧小学校区域

旧小学校区域）

））

） 

  

 

「子どもの居場所」「集会」「行政窓口」「学童保育」など、子ど

もや高齢者など、車を運転しない人が利用するサービスや利用する

機会の多いもの、交流やコミュニティの形成に必要なサービスにつ

いて近くにある方がよいという意見でした。 

遠

遠遠

遠くでもよい

くでもよいくでもよい

くでもよい行政

行政行政

行政サービ

サービサービ

サービ

ス

スス

ス（

（（

（全市域

全市域全市域

全市域）

））

） 

  

 

「テニスコート」「音楽・劇場等の場」など、利用する人が限られ

ていたり、利用頻度が少ないものについては、全市域に１つ、もし

くは市内になくてもよいという意見がありました。 

旧町区域

旧町区域旧町区域

旧町区域に

にに

に必要

必要必要

必要な

なな

な行政

行政行政

行政サ

ササ

サ

ービス

ービスービス

ービス（

（（

（旧町区域

旧町区域旧町区域

旧町区域）

））

） 

  

 

「生涯学習」など、全市域に１つでは少なく、旧町区域に１つ必要

というものもありました。一方で、「旧町」という区域わけではな

く市全体で配置を考えた方がよいという意見もありました。 

利用圏域

利用圏域利用圏域

利用圏域についての

についてのについての

についての意

意意

意

見

見見

見が

がが

が分

分分

分かれたもの

かれたものかれたもの

かれたもの 

  

 

同じ行政サービスでも、機能や規模によって、必要な圏域が異なる

という意見がありました。（例えば、図書館は、全市域に１つきち

んとしたものがあり、本の貸し出し・受け取りだけ旧小学校区域で

行えればよいという意見がありました。） 

 

表 6 第 2 回ワークショップにおける主な意見 

第

第第

第２

２２

２回

回回

回ワークショップ

ワークショップワークショップ

ワークショップ 

  

 テーマ

テーマテーマ

テーマ 

  

 ：

：：

： 

  

 公共

公共公共

公共サービスの

サービスのサービスの

サービスの「

「「

「集約

集約集約

集約」「

」「」「

」「複合

複合複合

複合」

」」

」を

をを

を考

考考

考えよう

えようえよう

えよう 

  

 

地域

地域地域

地域に

にに

に密着

密着密着

密着した

したした

した複合施設

複合施設複合施設

複合施設 

  

 徒歩圏域に必要なサービス（「集会」「子どもの居場所」など）を複合

化し、見守りや交流の場として旧小学校区域に配置するという意見があ

りました。 

また、電話やインターネット手続きで対応できるサービス（「行政窓口」

「図書館」「健康診断・保健相談」など）は、窓口機能として集約化で

きるのではないか、という意見もありました。 

子

子子

子どもと

どもとどもと

どもと高齢者

高齢者高齢者

高齢者の

のの

の交流

交流交流

交流の

のの

の

場

場場

場 

  

 

「保育所・幼稚園」「子どもの居場所」などの子どものためのサービス

と、「デイサービス」「高齢者サロン」などの高齢者のためのサービス

を一体化することによって、世代間の交流の場を作るという意見が多く

のグループで出ました。 

多機能

多機能多機能

多機能・

・・

・多目的

多目的多目的

多目的な

なな

な複合施設

複合施設複合施設

複合施設 

  

 多機能・多目的な利用ができる施設であれば、「生涯学習（活動・交流

の場）」「貸室・貸会議室」「音楽・演劇等の場」などのサービスが維

持できるという意見が出ました。その他、施設に行くための移動手段と

して、送迎のあり方やバス路線の見直し等の提案もありました。 
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表 7 第 3 回ワークショップにおける主な意見 

第

第第

第３

３３

３回

回回

回ワークショップ

ワークショップワークショップ

ワークショップ 

  

 テーマ

テーマテーマ

テーマ 

  

 ：

：：

： 

  

 地域

地域地域

地域や

やや

や民間事業者

民間事業者民間事業者

民間事業者による

によるによる

による公共施設

公共施設公共施設

公共施設の

のの

の新

新新

新しい

しいしい

しい使

使使

使い

いい

い方

方方

方を

をを

を提案

提案提案

提案

しよう

しようしよう

しよう 

  

 

公共

公共公共

公共で

でで

で運営

運営運営

運営すべきもの

すべきものすべきもの

すべきもの 

  

 利用者が減っても公共で維持しつづけるべき機能として「学童保育」「幼

稚園・保育園」、利益が出なくても生活に必要なものという理由で「健

康診断・保健相談」「避難所」なども意見が出ました。 

民間

民間民間

民間や

やや

や市民団体

市民団体市民団体

市民団体に

にに

に委譲

委譲委譲

委譲す

すす

す

べきもの

べきものべきもの

べきもの 

  

 

「収益性のあるもの」は民間に運営を委譲・委託すべきという意見が多

くありました。運動施設や文化施設などの利用料を徴収して、民間が運

営することで、収益性も高まり、地域の活力向上を期待する意見があげ

られました。ほかに、医療や高齢者福祉関係の施設は、専門的で細かい

サービスを民間運営に期待するという意見がありました。 

行政

行政行政

行政の

のの

の意識改革

意識改革意識改革

意識改革、

、、

、地域

地域地域

地域を

をを

を含

含含

含

む

むむ

む取

取取

取り

りり

り組

組組

組みについて

みについてみについて

みについて 

  

 

今回、「利用者の少ない施設はもったいないという感覚を持つべき」「行

政も利益を出すという意識が必要」「施設をより有効に利用するため、

規制緩和など意識的に改革すべき」という意見がどの会場でも多く出ま

した。 

また、単に民間に委譲するのではなく、人材育成や人材の受け皿、地域

での組織作りについても積極的な提案をいただきました。 
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第第第第４４４４章章章章    公共施設再配置公共施設再配置公共施設再配置公共施設再配置のののの方針方針方針方針についてについてについてについて 

４４４４．．．．１１１１    第第第第ⅠⅠⅠⅠ期期期期（（（（１０１０１０１０年間年間年間年間））））のののの再配置方針再配置方針再配置方針再配置方針 

（

（（

（１

１１

１）

））

）再配置

再配置再配置

再配置の

のの

の検討

検討検討

検討の

のの

の流

流流

流れ

れれ

れ 

  

 

本市の公共施設の再配置を進めていくにあたり、第Ⅰ期の 10 年間には、更新、大規模修繕の時

期が超過あるいは到来する（している）建物が集中していることから、第Ⅰ期における再配置計

画検討フローチャート（図 6）に基づき、老朽化した施設の用途廃止、集約・複合化を優先的に進

めていきます。 

ただし、提供している行政サービスの低下を招かないため、廃止した施設からサービスを移転

させることを基本とし、必要性、地域バランスや集約・複合化の可能性も勘案して、具体的な第

Ⅰ期の再配置を進めていきます。 

 

 

図 6 第Ⅰ期における再配置計画検討フローチャート 

　【

　【　【

　【建物状況

建物状況建物状況

建物状況からの

からのからの

からの検討

検討検討

検討】　　　　　　　【

】　　　　　　　【】　　　　　　　【

】　　　　　　　【利用圏域

利用圏域利用圏域

利用圏域における

におけるにおける

における機能

機能機能

機能の

のの

の再配置方針

再配置方針再配置方針

再配置方針の

のの

の検討

検討検討

検討】

】】

】

検討施設

検討施設検討施設

検討施設

用途廃止

用途廃止用途廃止

用途廃止

Yes
譲渡等既決の

方針がある

No

使用限界時期超

or

10年以内に使用限界到来

用途廃止

用途廃止用途廃止

用途廃止

大規模修繕時期超

or

10年以内に修繕時期到来

使用継続

使用継続使用継続

使用継続

No

Yes

YesNo

大規模修繕等

既決の方針がある

大規模修繕

大規模修繕大規模修繕

大規模修繕

使用継続

使用継続使用継続

使用継続

Yes

No

No

※この計画でいう「用途廃止」とは、行政財産としての用途（目的）を廃止し、普通財産として

民間（地元）への譲渡や売却、貸付けを検討し、利活用が無い場合、除却するということを指します。

※使用期限を迎えた建物のうち、地域の拠点（複合・集約拠点）がその周辺にない場合は、拠点として

の建て替え（更新）を検討することも考えられます。

行政サービスとし

て必要な機能

No

建物

建物建物

建物は

はは

は用途廃止

用途廃止用途廃止

用途廃止

機能

機能機能

機能は

はは

は他建物

他建物他建物

他建物へ

へへ

へ移転

移転移転

移転

Yes

施設規模、立地状況、ア

クセス性等から地域の

拠点（複合・集約拠点）と

なりうる施設

用途廃止

用途廃止用途廃止

用途廃止

行政サービスとし

て必要な機能

大規模修繕

大規模修繕大規模修繕

大規模修繕

使用継続

使用継続使用継続

使用継続

建物

建物建物

建物は

はは

は用途廃止

用途廃止用途廃止

用途廃止

機能

機能機能

機能は

はは

は他建物

他建物他建物

他建物

へ

へへ

へ移転

移転移転

移転

Yes

No

Yes
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（（（（２２２２））））建物状況建物状況建物状況建物状況からのからのからのからの検討検討検討検討    

第Ⅰ期の１０年間においては、表 8掲載の老朽化した施設について、用途廃止、集約・複合

化を優先的に進めていくこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 8 第Ⅰ期における施設の状況    

耐震

性能

大規模修

繕時期

(年)※3

使用

期限

（年）

※4

南丹市八木神吉地区自治振興

会館

八木 神吉 183.80 木造 76 未調査 -56

-56-56

-56 -36

-36-36

-36

南丹市八木神吉診療所 八木 神吉 54.20 木造 76 未調査 -56

-56-56

-56 -36

-36-36

-36

南丹市八木東地区自治振興会

館

八木 富本 132.23 木造 71 未調査 -51

-51-51

-51 -31

-31-31

-31

南丹市八木障害者支援施設 八木 八木 409.31 木造 64 未調査 -44

-44-44

-44 -24

-24-24

-24

南丹市園部南八田診療所 園部 西本梅 149.75 木造 61 未調査 -41

-41-41

-41 -21

-21-21

-21

日吉町旧庁舎（休止） 日吉 胡麻郷 134.00 木造 53 未調査 -33

-33-33

-33 -13

-13-13

-13

旧ＪＡ鶴ヶ岡支所（休止） 美山 鶴ケ岡 385.34 木造 53 未調査 -33

-33-33

-33 -13

-13-13

-13

南丹市美山歯科医療センター 美山 宮島 169.54 木造 45 未調査 -25

-25-25

-25 -5

-5-5

-5

南丹市八木老人いこいの家 八木 富本 112.00 木造 39 未調査 -19

-19-19

-19 1

11

1

南丹市日吉林業センター 日吉 五ケ荘 175.00 木造 38 未調査 -18

-18-18

-18 2

22

2

南丹市美山知井会館 美山 知井 830.00 RC造 58 未調査 -28

-28-28

-28 2

22

2

旧鶴ヶ岡保育所（休止） 美山 鶴ケ岡 397.48 木造 37 あり -17

-17-17

-17 3

33

3

南丹市日吉山の家 日吉 世木 641.87 木造 36 あり -16

-16-16

-16 4

44

4

南丹市日吉森林総合利用施設 日吉 世木 531.55 木造 34 あり -14

-14-14

-14 6

66

6

南丹市日吉総合運動広場 日吉 胡麻郷 97.44 木造 34 未調査 -14

-14-14

-14 6

66

6

南丹市五ヶ荘地域活性化セン

ター

日吉 五ケ荘 1,839.00 RC造 53 未調査 -23

-23-23

-23 7

77

7

旧平屋保育所（休止） 美山 平屋 430.35 木造 33 あり -13

-13-13

-13 7

77

7

南丹市園部公園多目的運動場 園部 園部 15.00

軽量

S造

32 未調査 -12

-12-12

-12 8

88

8

南丹市美山高齢者コミュニ

ティセンター

美山 平屋 291.09 木造 32 あり -12

-12-12

-12 8

88

8

南丹市八木西地区自治振興会

館

八木 吉富 217.50 木造 30 あり -10

-10-10

-10 10

1010

10

南丹市吉富地域活性化セン

ター

八木 吉富 2,295.00 RC造 50 あり -20

-20-20

-20 10

1010

10

南丹市園部北部コミュニティ

センター

園部 桐ノ庄 264.00 RC造 48 あり -18

-18-18

-18 12

1212

12

南丹市八木南地区自治振興会

館

八木 八木 273.00 RC造 47 不足 -17

-17-17

-17 13

1313

13

南丹市日吉産業振興会館 日吉 世木 1,091.90 RC造 47 未調査 -17

-17-17

-17 13

1313

13

南丹市園部南部コミュニティ

センター

園部 園部 792.98 RC造 45 あり -15

-15-15

-15 15

1515

15

南丹市園部第2水泳プール 園部 桐ノ庄 ― RC造 45 ― -15

-15-15

-15 15

1515

15

南丹市園部仁江文化センター 園部 摩気 320.40 RC造 44 未調査 -14

-14-14

-14 16

1616

16

既

既既

既

に

にに

に

大

大大

大

規

規規

規

模

模模

模

修

修修

修

繕

繕繕

繕

時

時時

時

期

期期

期

を

をを

を

超

超超

超

過

過過

過

し

しし

し

て

てて

て

い

いい

い

る

るる

る

建物状況 建物状況グラフ

既

既既

既

に

にに

に

使

使使

使

用

用用

用

期

期期

期

限

限限

限

を

をを

を

超

超超

超

過

過過

過

し

しし

し

て

てて

て

い

いい

い

る

るる

る

第

第第

第

Ⅰ

ⅠⅠ

Ⅰ

期

期期

期

中

中中

中

に

にに

に

使

使使

使

用

用用

用

期

期期

期

限

限限

限

を

をを

を

迎

迎迎

迎

え

ええ

え

る

るる

る

施　設　名　称 中区域 小区域

延床面積

（㎡）

建物

構造※2

建築後

年数

（２０

１８現

在）

使用期限

大規模

修繕時期
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※1 の施設については、既に改修計画がある施設です 。 

※2 RC 造：鉄筋コンクリート造、軽量 S 造：軽量鉄骨造 

※3 各使用期限の半分の時期（木造軽量鉄骨造等は 20 年、鉄筋コンクリート造等は 30 年） 

  としています。 

※4 建築後、木造軽量鉄骨造等は 40 年、鉄筋コンクリート造等は 60 年としています。 

    

★その他の公共施設については、南丹市公共施設等総合管理計画の「第５章．参考資料 5-1.個

別施設の一覧表」に掲載しています。 

 

 

    

    

耐震

性能

大規模修

繕時期

(年)※3

使用

期限

（年）

※4

南丹市園部半田文化センター 園部 摩気 246.30 RC造 44 未調査 -14

-14-14

-14 16

1616

16

旧園部幼稚園摩気分園（休

止）

園部 摩気 387.00 RC造 44 未調査 -14

-14-14

-14 16

1616

16

南丹市園部埴生文化センター 園部 西本梅 158.00 RC造 44 未調査 -14

-14-14

-14 16

1616

16

南丹市八木東部文化センター

（八木東部児童館）

八木 富本 797.77 RC造 44 あり -14

-14-14

-14 16

1616

16

南丹市立八木東保育所（南丹

市立八木東幼児学園）

八木 富本 825.87 RC造 44 あり -14

-14-14

-14 16

1616

16

南丹市八木北地区自治振興会

館

八木 新庄 280.00 RC造 44 不足 -14

-14-14

-14 16

1616

16

南丹市園部城南町児童老人会

館

園部 園部 619.73 RC造 43 あり -13

-13-13

-13 17

1717

17

旧神吉小学校（休止） 八木 神吉 1,754.00 RC造 43 未調査 -13

-13-13

-13 17

1717

17

南丹市立興風保育所（休止） 日吉 五ケ荘 467.60 RC造 43 あり -13

-13-13

-13 17

1717

17

南丹市園部木崎町児童老人会

館

園部 桐ノ庄 615.00 RC造 42 不足 -12

-12-12

-12 18

1818

18

南丹市神吉教育集会所 八木 神吉 239.91 RC造 42 未調査 -12

-12-12

-12 18

1818

18

南丹市役所日吉支所 日吉 胡麻郷 2,490.90 RC造 42 未調査 -12

-12-12

-12 18

1818

18

南丹市日吉市民センター 日吉 胡麻郷 1,008.10 RC造 42 未調査 -12

-12-12

-12 18

1818

18

南丹市美山基幹集落センター 美山 宮島 461.12 RC造 42 未調査 -12

-12-12

-12 18

1818

18

南丹市美山障害者支援施設 美山 宮島 297.47 RC造 42 未調査 -12

-12-12

-12 18

1818

18

南丹市日吉興風児童館 日吉 五ケ荘 350.56 RC造 41 未調査 -11

-11-11

-11 19

1919

19

南丹市園部公民館※1 園部 園部町 3,074.00 RC造 40 不足 -10

-10-10

-10 20

2020

20

南丹市役所本庁舎 園部 園部 7,150.38 RC造 40 不足 -10

-10-10

-10 20

2020

20

南丹市八木公民館※1 八木 八木 1,312.95 RC造 40 不足 -10

-10-10

-10 20

2020

20

南丹市日吉興風交流センター 日吉 五ケ荘 627.82 RC造 40 あり -10

-10-10

-10 20

2020

20

南丹市営バス美山事務所 美山 宮島 451.50 RC造 40 未調査 -10

-10-10

-10 20

2020

20

既

既既

既

に

にに

に

大

大大

大

規

規規

規

模

模模

模

修

修修

修

繕

繕繕

繕

期

期期

期

を

をを

を

超

超超

超

過

過過

過

し

しし

し

て

てて

て

い

いい

い

る

るる

る

建物状況 建物状況グラフ

施　設　名　称

中区域 小区域

延床面積

（㎡）

建物

構造※2

建築後

年数

（２０

１８現

在）

大規模

使用期限

使用期限

大規模

修繕時期
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４４４４．．．．２２２２    第第第第ⅠⅠⅠⅠ期期期期におけるにおけるにおけるにおける利用圏域利用圏域利用圏域利用圏域をををを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた行政行政行政行政サービスのサービスのサービスのサービスの再配置再配置再配置再配置のののの考考考考ええええ方方方方 

第Ⅰ期の再配置方針は、前述の「図 6 第Ⅰ期における再配置方針検討フローチャート」にも

示す通り、建物状況からの検討に加え、利用圏域における機能の再配置方針の検討を行い設定

していきます。 

（１）行政サービス（機能）の利用圏域の設定 

行政区分、地域コミュニティの区域など、南丹市の実情を踏まえ、行政サービスの適正配置

を推進するために、本計画においては、本市に最適と思われる利用圏域パターン（大区域、中

区域、小区域）を以下のとおり設定します。 

 

    〇大区域利用圏は、南丹市全域とします。 

○中区域利用圏は、平成 18 年 1 月の市町村合併における旧町である園部地域、八木

地域、日吉地域、美山地域の４圏域とします。 

〇小区域利用圏域は、地域コミュニティの基本単位として南丹市の沿革（市域の変遷）

を踏まえ、以下（表 1）に示す 19 の区域に区分しました。 

 

表 9 中区利用圏域と小区利用圏域 

中区域 

利用圏域 

小区域 

利用圏域 

摘  要（住所表記） 

園部地域 園部町 宮町、上本町、本町、若松町、新町 

園部 小山東町、小山西町、栄町、美園町、小桜町、城南町、横田、黒田 

桐ノ庄 上木崎町、河原町、木崎町、内林町、瓜生野、熊崎、新堂、千妻、曽我谷 

川辺 船岡、高屋、大戸、熊原、越方、佐切 

摩気 竹井、仁江、船阪、大西、宍人、半田、口人、口司 

西本梅 殿谷、埴生、南八田、天引、法京、大河内、南大谷、若森 

八木地域 八木 八木、柴山 

富本 青戸、西田、観音寺、屋賀、北屋賀、氷所、日置、刑部、北広瀬 

吉富 鳥羽、美里、室河原、木原、池ノ内、玉ノ井、八木嶋、大薮、南広瀬 

新庄 船枝、山室、室橋、諸畑、野条、池上 

神吉 神吉 

日吉地域 世木 殿田、木住、生畑、中世木、中、天若 

五ケ荘 田原、四ツ谷、佐々江 

胡麻郷 胡麻、上胡麻、畑郷、保野田、志和賀 

美山地域 知井 南、北、中、河内谷、下、知見、江和、田歌、芦生、白石、佐々里 

平屋 又林、下平屋、上平屋、安掛、野添、長尾、深見、荒倉、内久保 

宮島 原、板橋、宮脇、下吉田、島、長谷、上司、和泉、静原 

鶴ケ岡 高野、鶴ケ岡、豊郷、盛郷、福居 

大野 萱野、大野、三埜、肱谷、小渕、向山、樫原、音海 
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図 7 【参考】第Ⅰ期 小区域図 

 

 

（２）行政サービス（機能）別の利用圏域の考え方 

公共施設の老朽化や保有を継続することによる大規模修繕費、更新費、維持管理費（日常的

経費）等の将来負担、市民ワークショップによる意見、提案を踏まえ、第Ⅰ期の各行政サービ

ス（機能）別の利用圏域における再配置の考え方を次のとおりとします。 
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  ① 集会機能 

小区域利用圏規模の地区集会機能は、地元所有施設へ機能移転を進め、中区域利用圏域規

模の集会機能は区域内に確保します。 

 

② 貸館（貸室）機能 

小区域利用圏規模の貸室機能は、中区域利用圏へ機能移転を進め、中区域利用圏域規模の

貸館 （貸室）機能は、地域（団体）の発表会、会議、研修などに対応できる規模のものを

区域内に確保します。大規模な貸館（大ホール等）などは、広域連携による利用を推進しま

す。 

 

③ 行政への橋渡し機能、行政事務拠点機能 

小区域利用圏内では、行政との橋渡しとなる窓口機能を民間へ移転することを推進し、中

区域利用圏では、行政事務の拠点として本庁、支所等を置きます。 

 

④ 児童福祉機能 

小区域利用圏内では、子どもの居場所づくりを民間施設も含め検討します。保育所は、保

育ニーズに応えるため、本計画策定時点で運用している施設は保有していきます。ただし、

複合化の受け皿として検討します。その他の児童福祉機能は、利用実態を踏まえ複合化を検

討します。 

 

 

 「旧町に 1つあればよい」 

「大規模なものは遠くにあってもよい」 

市民

市民市民

市民の

のの

の意見

意見意見

意見 

  

 

 「子どもが一人でいける距離がよい」 

 「通所、通園の距離が遠すぎないように」 

「旧小学校で大人と子どもの交流の場」 

市民

市民市民

市民の

のの

の意見

意見意見

意見 

  

 

 「出張所でよいが人のいる窓口が旧小学校区域に欲しい」 

「申請書などの書類提出、住民票の受け取りは近くで出来るように」 

「郵便局やコンビニで手続きしたい、受け取りだけなら民間でよい」 

「他自治体や法務局では実施している」 

市民

市民市民

市民の

のの

の意見

意見意見

意見 

  

 

「日常的なものは区公民館を利用し、大きなものは小学校単位でよい」 

市民

市民市民

市民の

のの

の意見

意見意見

意見 
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⑤ 観光・レクリエーション機能 

機能の性質上、利用圏域内に必要な機能別による再配置は適当ではありませんが、観光資

源の保全は公的機関が担い、観光資源を利活用した観光業的機能やレクリエーション機能は

民間機関が担うという、役割を分担していくことを目指し機能移転を推進します。 

 

 

 

 

⑥ スポーツ機能 

体育館などの屋内運動機能は、各中区域利用圏に機能移転し集約化します。ただし、大規

模なスポーツ機能は、近隣市町村との広域連携を図り、相互利用による機能移転を推進しま

す。 

 

⑦ 医療・保健福祉機能 

大区域利用圏に公営、民営総合病院が、中区域利用圏以下の利用圏は、民間医院が担って

います。ただし、美山地域の中区域利用圏は民間医院等が無く、地域の特性や実情を踏まえ

ると医療機能の提供は、必要であることから集約化又は複合化により機能集約します。保健

福祉機能については、中区域利用圏に機能移転し、集約・複合化します。 

 

⑧ 図書館・博物館機能 

大区域利用圏には図書館・博物館機能を維持しますが、中区域利用圏の図書室・資料館等

については、他機能との集約・複合化を推進します。 

 「充実した機能がなくても町内に一つは必要」（医療機能） 

「緊急性がないので遠くてもよい」（保健福祉機能） 

「旧町に一カ所は必要」（保健福祉機能） 

市民

市民市民

市民の

のの

の意見

意見意見

意見 

  

 

 「民間に任せることで住民の負担が減る」 

市民

市民市民

市民の

のの

の意見

意見意見

意見 

  

 

「小学校のものを活用できればよい」 

「本格的なものは遠くでよい」 

 「市外の人に利用してもらう」 

市民

市民市民

市民の

のの

の意見

意見意見

意見 

  

 

「大きいものが一つあればよい」 

「貸出、返却の機能は複数個所に設けて良いが、建物は充実したものが一つあれば 

 よい」     

「旧小学校の図書室を活用する」 

 「町内に一つ。集約して配送サービスがあればよい」 

市民

市民市民

市民の

のの

の意見

意見意見

意見 
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４４４４．．．．３３３３    再配置再配置再配置再配置のののの長期方針長期方針長期方針長期方針（（（（３０３０３０３０年後年後年後年後にににに向向向向けてけてけてけて）））） 

（（（（１１１１））））    利用圏域利用圏域利用圏域利用圏域におけるにおけるにおけるにおける行政行政行政行政サービスサービスサービスサービス（（（（機能機能機能機能））））のののの再配置方針再配置方針再配置方針再配置方針    

公共施設の再配置は、行政サービス（機能）を、それぞれに相当する利用圏域を設定するとと

もに、利用圏内外での積極的な集約・複合化を図ります。利用圏域の設定は、第Ⅰ期から第Ⅲ期

の期末に進捗状況を検証し、必要に応じて見直しながら進めていきますが、検証には市民ワーク

ショップなどを通じて情報を共有してフォローアップを図ります。 

また、「用途の複合化」、「時間的な複合化」を進めることで、複数の行政サービス機能を効

率的に共有・共用化し、施設総量の抑制、多世代交流の促進、施設間の連携強化、施設運営の兼

務等による人員配置や管理清掃等の業務に関する発注事務の一元化などの効率化を行いながら、

市民の利便性を向上させ、魅力ある公共施設への再配置、再生を進めます。 

利用圏域内で施設（ハコモノ）の廃止によって他の施設へ集約・複合化する行政サービス（機

能）は、行政事務の電子化、RPA（ロボットによる業務自動化：Robotics Process Automation）

の活用などを検討し、質の向上による利便の確保を図ります。集約・複合化し拠点となった施設

をどの市民からもアクセスしやすい場所に設置することが困難な場合も想定され、行政サービス

（機能）や地域コミュニティを低下させず、より利便性の高い施設とするためには、公共交通政

策との連携などまちづくり全体の視点を持って検討していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

  ※本表で示している広域連携は、周辺市町村を含む広域連携を指しています。 

図 8 利用圏域における行政サービス（機能）の配置方針と集約・複合化の考え方 

「曜日など、時間軸で機能を変えられるのでは」 

「子どもや高齢者など車の運転ができない人にも利用できるよう移動手段に配慮が必 

 要」 

市民

市民市民

市民の

のの

の意見

意見意見

意見 
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    １１１１））））機能機能機能機能のののの集約集約集約集約・・・・複合化複合化複合化複合化    

行政サービス（機能）の集約・複合化は、その場所で一定の行政サービスが完結することが

望ましいものとし、分散するのではなく、拠点化を目指し集約・複合化を図ります。 

 

図 9 集約・複合化の考え方 

 

    ２２２２））））用途廃止用途廃止用途廃止用途廃止したしたしたした施設施設施設施設（（（（ハコモノハコモノハコモノハコモノ））））のののの民間民間民間民間でのでのでのでの活用活用活用活用    

行政サービス（機能）について、民間事業者で提供可能なサービスは民間事業者参入を促し、

併せて施設（ハコモノ）の譲渡も推進します。また、行政サービス（機能）の移転によって、

余剰となるスペースは貸付けを、余剰となった施設（ハコモノ）は地元譲与や民間事業者への

譲渡を積極的に推進します。なお、行政サービス（機能）の用途廃止に際しては、設置経緯、

地元の状況、実情等を踏まえ、必要な場合は地元との協議を行います。 

民間活力の導入にあたっては、余剰スペースの貸付や用途廃止後の施設の譲渡だけでなく、

施設の管理・運営などを含めた多様な民間活力の導入について検証し、効果の高いものについ

て積極的な導入を進めていきます。特に、再編、統廃合する施設については、地元企業や地域、

各種団体のニーズを把握しながら公民連携も含めた有効活用の方向性を検討していきます。 

 

図 10 用途廃止した施設（ハコモノ）の民間での利活用 
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（（（（２２２２））））公共施設再配置公共施設再配置公共施設再配置公共施設再配置のののの方向性方向性方向性方向性    

①拠点となる施設を設定し、集約・複合化を進めます。 

②地域の特性を考慮しながら、「多目的、多用途」の概念で施設の有効活用を図ります。 

③地域活性化センターや小学校跡施設は、使用期限が超過しているものや耐震改修が未実施の 

  ものを除き、空きスペースがあるものについては、サービス機能の集約先や複合化の対象と 

  なるよう、地域とともに検討します。また、地域活性化センターの運営を支援するとともに、 

  活用方法が決まっていない施設については、民間活用も含め先進事例なども検討し、地域振

興に資するよう、地域関係団体と連携しながら取り組みを進めていきます。 

④民間活力の導入を積極的に推進します。民間活力の導入にあたっては、余剰スペースの貸付 

  や用途廃止後の施設の譲渡だけでなく、施設の管理・運営なども含めた多様な民間活力の導 

  入について検証し、効果の高いものについて積極的な導入を進めていきます。特に、再編、 

  統廃合する施設については、地元企業や地域、各種団体のニーズを把握しながら公民連携も

含めた有効活用の方向性を検討していきます。 

⑤個別長寿命化計画・再編（統廃合）方針のあるものや検討する必要があるものは、個別計画・ 

  方針に基づくこととします。 

⑥施設に関係する団体や組織等とも調整を図り、施設管理の方針を決定していきます。 

⑦京都府、近隣市町や民間の施設などを含め、広域での施設の在り方についても検討していき 

  ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「多用途、多目的」の概念 

公共施設の一つの空間を、複数の用途や目的での使用、季節や曜日、時間帯を区切ってのさまざ

まな用途や目的に使用する方法です。多用途、多目的の考え方の導入で施設の延べ床施設の削減を

行いながら、拠点となる施設の稼働率増加など有効活用が見込まれます。 

多用途、多目的化を検討していく施設は、施設分類を改めて設定していく必要がありますが、実

現可能なものから実施していきます 



資料編資料編資料編資料編    

１１１１．．．．１１１１        先進事例調査先進事例調査先進事例調査先進事例調査    

【【【【閉校閉校閉校閉校したしたしたした小学校小学校小学校小学校のののの活用活用活用活用①①①①】】】】 

（（（（１１１１））））    京丹後市立郷土資料館京丹後市立郷土資料館京丹後市立郷土資料館京丹後市立郷土資料館・・・・京丹後市夢京丹後市夢京丹後市夢京丹後市夢まちまちまちまち創創創創りりりり大学大学大学大学（（（（旧郷小学校旧郷小学校旧郷小学校旧郷小学校））））    

所在地 京都府京丹後市網野町郷 

取組概要 閉校した旧郷小学校を展示施設及び京丹後市夢まち創り大学との連携

により活用している。 

取組の経緯・背景等 郷土資料館は、もともと他の廃校となった小学校に開館されていたが、

文化財の保存や活用の面からも耐火性のある施設に統合する必要があ

り、平成 26年に閉校となった郷小学校に整備することになり、平成 30

年 4 月に開館。展示されているのは、織物や蚕、丹後震災の記録、農具

関係など様々なものがある。 

 京丹後市夢まち創り大学は平成26年10月に設立された任意団体であ

り、高等教育機関が存在しない京丹後市で多くの大学が域学連携事業を

実施しやすくするためのサポートをしている。具体的には域学連携を継

続的かつ安定的に実施するためのコーディネーターの配置や京丹後市

を訪れる大学生の通学環境の整備などである。 

取組の特徴・効果  京丹後市立郷土資料館はまだ実績不明。京丹後市夢まち創り大学につ

いては、参加団体は、大手前大学、鳥取環境大学、立命館大学、京都大

学、京都産業大学、京都府立大学などの 10 団体である(平成 28年時点)。 

 また、京丹後市夢まち創り大学については大学との域学連携のみなら

ず地元の高校と協働した町おこしも行っている。その取り組みは「恐丹

後お化け屋敷」といい、第一回目は廃校になった小学校を舞台にお化け

屋敷ということで旧郷小学校にて開催された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【【【【閉校閉校閉校閉校したしたしたした小学校小学校小学校小学校のののの活用活用活用活用②②②②】】】】    

（（（（２２２２））））    北野工房北野工房北野工房北野工房のまちのまちのまちのまち    

所在地 兵庫県神戸市中央区中山手通 

取組概要 地区の児童数減少により廃校となった旧小学校を市・住民・民間企業の

協働により地場産業の活性化に寄与する施設として利活用している。 

取組の経緯・背景等 閉校時までに 87 年の歴史があった校舎を保存するため、神戸市、地元

住民団体、地元業界団体、財団法人神戸ファッション協会、神戸商工会

議所から成る「北野小学校暫定活用検討懇談会」において検討を行った。 

5 年間の暫定利用として「北野工房のまち」が平成 10 年にオープン、

暫定利用期間満了後に恒久利用とすることが決定した。 

取組の特徴・効果 ■運営方式 

平成 10 年～…テナント会事務局（運営・販促・広報） 

       財団法人神戸市都市整備公社（施設管理） 

平成 25 年～…(株)サウンドプラン（運営・販促・広報・施設管理） 

       ※神戸市と土地建物賃貸借契約を締結している。 

■特徴 

講堂では、土日祝日を中心に有料のイベントが実施されている。（例：

アクセサリー教室,お菓子の手作り体験など） 

■効果 

地元客をはじめとして、全国各地から観光客、修学旅行者など毎年約

75万人が訪れる。 

   

        



【【【【閉校閉校閉校閉校したしたしたした保育所保育所保育所保育所のののの活用活用活用活用】】】】    

（（（（３３３３））））    黒部黒部黒部黒部のののの居場所居場所居場所居場所「「「「ひまわりひまわりひまわりひまわり」」」」    

所在地 京都府京丹後市弥栄町黒部 

取組概要 家庭や地域、職場などにおいて居場所がなく、社会的に孤立している状

態の方を支援するための拠点施設。「生活リズムの改善」や「仲間づく

り」などを行う居場所づくり事業と委託事業で「就労の準備・体験・訓

練」を行う就労体験による居場所づくり事業を合わせて行っている。 

取組の経緯・背景等  取組前は保育所として利用されていたが、統廃合により閉所。その後

平成28年 1月 29日に市が企業組合労協センター事業団に運営を委託す

る形で開所。 

取組の特徴・効果 居場所づくり事業では登録者数は 4名、延べ利用数は 474 人となってお

り、委託事業の就労体験による居場所づくりでは、登録者が 20 名、延

べ利用数は 1622 人となっている(平成 28年度) 

 施設自体は地域の人にも利用できる公民館のような役割も持つ。また

選挙時に投票場としても利用されている。このような施設として利用で

きるように耐震工事とトイレ、スロープなどの改装工事が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【【【【旧市役所庁舎旧市役所庁舎旧市役所庁舎旧市役所庁舎のののの活用活用活用活用】】】】 

（（（（４４４４））））    市議会議場市議会議場市議会議場市議会議場・・・・市民交流市民交流市民交流市民交流センターセンターセンターセンター「「「「豊岡稽古堂豊岡稽古堂豊岡稽古堂豊岡稽古堂」（」（」（」（旧豊岡市役所本庁舎旧豊岡市役所本庁舎旧豊岡市役所本庁舎旧豊岡市役所本庁舎））））    

所在地 兵庫県豊岡市中央町 

取組概要 豊岡市役所新本庁舎建設に伴い、旧本庁舎を曳家移転し、市議会議場・

市民交流センター「豊岡稽古堂」としてリニューアルした。 

取組の経緯・背景等 新庁舎の建設計画の策定の際、残すか否かの議論 

→1925 年の地震からの復興のシンボルであった歴史を引き継ぐべき 

→2階は議場として活用、1階と 3 階を市民利用に供するとして残すこ

とに 

取組の特徴・効果 ■特徴 

・1階に 4つ、3階に 2つの交流室がある 

・2階は議場として利用されている 

・利用内容：休憩、会議、展示会、営利目的のイベント 

・交流室の利用には申請が必要であり有料 

 

■豊岡稽古堂塾（交流室を主に利用） 

 未来の豊岡市を担う人材を育成することを目的とした塾。 

 民間と市職員の交流を通してネットワークづくりを図る。 

 2018 年度は 10 月時点で 14回開催されている。 

 地域ビジネスやなりわいをテーマに、企業や大学から講師を招 

 き講義やフィールドワークを行っている。 

 

  



【【【【民間施設民間施設民間施設民間施設のののの活用活用活用活用（（（（集約集約集約集約・・・・複合化複合化複合化複合化）】）】）】）】 

（（（（５５５５））））    宮津市福祉宮津市福祉宮津市福祉宮津市福祉・・・・教育総合教育総合教育総合教育総合プラザプラザプラザプラザ    

所在地 京都府宮津市字浜町 

取組概要 民間商業施設が入居する民間商業施設「宮津シーサイドマートミップ

ル」の 3階・4階に、子育て支援・障害者生活支援センター、コミュニ

ティルーム、クッキングルーム、ギャラリー、図書館、市の健康福祉部

と教育委員会事務局を集約・複合化したもの。 

取組の経緯・背景等 宮津市では図書館老朽化や子育て支援センターの充実が課題となって

いた。一方、「宮津シーサイドマートミップル」では、平成 29年の売り

場再構築により、それまで 5フロアを使用していたテナントの 3フロア

への縮小が決まった。 

こうした背景から、宮津市が借受部分の都市計画税及び固定資産税を非

課税とする代わりにフロアを無償借受し、地方創生拠点整備交付金を活

用し整備した。 

取組の特徴・効果 ■特徴 

・ショッピングセンターや、観光客・地元住民の利用の多い道の駅の近

くに図書館や子育て支援施設を複合化することで、賑わいの創出を目指

す。 

・子育て支援センターは、社会福祉法人への運営委託によって運営して

いる。 

 

■効果 

・総事業費約 10億 200万円（新築で同規模の複合施設を整備した場合

は 14億円、複合化せずに単独整備した場合は 18億円と試算） 

・図書館の利用者数増。 

 

出典：宮津市 HP 



【【【【指定管理者制度指定管理者制度指定管理者制度指定管理者制度をををを活用活用活用活用したしたしたした事例事例事例事例】】】】    

（（（（６６６６））））    大阪城公園大阪城公園大阪城公園大阪城公園    

所在地 大阪府大阪市中央区大阪城 

取組概要 観光拠点型 PMO（Park Management Organization）を導入し公園全体と

公園内の施設を一体のものとして総合的かつ戦略的に管理している。 

取組の経緯・背景等 大阪を代表する歴史公園である大阪城公園の特徴を活かし、世界的な観

光拠点としての魅力を向上させるための各種事業の一環として、民主体

の PMO事業者の優れたアイデアと活力を導入し、魅力向上事業を推進し

ている。 

取組の特徴・効果 ■事業者のメリット 

・管理・運営面での自由度が高い 

・指定管理の期間が長いため（20 年）、戦略的に投資を行い、それを回

収することも可能 

・複数の事業者で担っているため、それぞれの得意な分野や専門性を活

かせる 

■行政のメリット 

・質の高いサービスを提供できる 

・観光客や公園利用者が増える 

・都市の魅力や価値が高まる 

・収益を得られる 

■特徴 

①民間委託 

・複数の民間企業から構成される団体が管理・運営している 

②利益を出すという視点 

・公園に様々な機能を持たせ、利益を出すための工夫をしている 

・市に利益が還元されている 

 

出典：大阪城公園パークマネジメント事業者募集要項等資料  



【【【【PPPPPPPPPPPP／／／／PFIPFIPFIPFI のののの活用活用活用活用（（（（公民連携公民連携公民連携公民連携）】）】）】）】 

（（（（７７７７））））    ミグランスミグランスミグランスミグランス    橿原市役所分庁舎橿原市役所分庁舎橿原市役所分庁舎橿原市役所分庁舎    

所在地 奈良県橿原市内膳町 

取組概要 橿原市役所分庁舎の他、カンデオホテルズ奈良橿原、観光振興支援室、

レストラン、コンベンション施設、展望フロアから成る複合施設である 

取組の経緯・背景等 中心市街地の活性化と広域観光の振興を目的に、大和八木駅南側の市有

地を活用し設置したもの。 

取組の特徴・効果 ■特徴 

財政負担の縮減、並びに民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用し、

事業の効率的かつ効果的な実現を図ることを目的に、施設の設計、建設、

維持管理及び運営を PFI事業として一体的に実施している。 

 

出典：橿原市 HP 



【【【【複合施設複合施設複合施設複合施設のののの事例事例事例事例】】】】    

（（（（８８８８））））    塩尻市市民交流塩尻市市民交流塩尻市市民交流塩尻市市民交流センターセンターセンターセンター    えんぱーくえんぱーくえんぱーくえんぱーく    

所在地 長野県塩尻市大門一番町 

取組概要 中心市街地活性化の拠点として、図書館を中心に貸館スペース、商

工会議所、子育て支援センター、ふるさとハローワークなどから成

る複合施設である。 

取組の経緯・背景等 ⑴｢中央市街地の活性化ワーキンググループ｣による｢中央市街地活

性化の玉手箱｣提言(H.15 年度)  

(2)｢市立図書館の在り方ワーキンググループ｣による｢市立図書館の

在り方 WG 提言書｣(H.15 年度)  

平成 16 年度、これら二つの提言書を参考に、｢市街地総合再生計画」

｢市街地開発事業基本計画｣を策定。大門商店街に、図書館を核とし

た市民が集う複合施設建設計画が具体化した。 

平成 17 年度、市民を交えた会議やワークショップを経て、市議会の

｢中心市街地活性化対策特別委員会｣において、｢市民交流センター整

備の基本方針｣が了承。 

平成 18 年度、専門家も交えた｢市民交流センター創造会議｣を設置

し、｢市民交流センター建築構想｣、｢基本設計｣、｢実施設計｣の内容

を協議。 

取組の特徴・効果 ■

■■

■特徴

特徴特徴

特徴(

((

(ハード

ハードハード

ハード面

面面

面)

))

) 

・児童書コーナーと子育てセンターの窓口を共同設置 

・3階はフロア全体を市民サロンとして整備 

・会議室/多目的ホール/食育室/音楽練習室を設置 

■

■■

■特徴

特徴特徴

特徴(

((

(ソフト

ソフトソフト

ソフト面

面面

面)

))

) 

・図書館以外は飲食自由(一部では飲酒も可) 

・床も壁も貸し出し可能/ビジネス(営利目的)でも利用可能 

・住民票、戸籍、印鑑証明、所得･課税証明書等を発行 

・フリーコミュニティースペース 

■

■■

■取組

取組取組

取組(

((

(施設間連携

施設間連携施設間連携

施設間連携など

などなど

など)

))

) 

・ビジネス情報相談会(よろず支援拠点) 

・おいでおいでまつり(子育て支援センター,交流支援課,図書館) 

・読書週間スペシャルデー(交流支援課、図書館) 

・えんぱーくらぶサポーター：市民によるサポート組織  

 



【【【【市有財産市有財産市有財産市有財産のののの多様多様多様多様なななな処分処分処分処分事例事例事例事例】】】】    

（（（（９９９９））））    予定価格予定価格予定価格予定価格をマイナスにをマイナスにをマイナスにをマイナスに設定設定設定設定したしたしたした建物解体条件付建物解体条件付建物解体条件付建物解体条件付きききき入札入札入札入札のののの落札落札落札落札    

所在地 埼玉県深谷市 

取組概要 今後、公共施設の適正配置が進み、余剰な土地の増加が想定されて

いる中で、未利用地に立地する建物の解体を条件として、予定価格

をマイナスに設定した入札を行い落札されたもの。 

取組の経緯・背景等 ２回の一般競争入札を実施したが、応札者が現れず、不調に終わっ

ていた。 

取組の特徴・効果 ■特徴 

入札予定価格は、土地の更地評価額から建物解体撤去の費用を差し

引きマイナスの予定価格が設定されている。 

■効果 

これまで応札のなかった未利用地の有効活用や財源確保につながる

取り組みとなる。 
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用 語 集 

 

 用 語 用語の解説 

あ 維持管理 施設の運用に支障をきたさないよう、公共施設等の保守、清掃、

警備などを行うこと。 

 インフラ施設 公共事業により供給される施設のうち、道路、橋りょう、トン

ネル、上下水道など、都市基盤を構成する施設のこと。 

か 改修 建物、設備等について、社会的な要求性能の上昇に対する陳腐

化を改善するため、設置当初の水準を上回る改良を施すこと。 

 行政サービス（機能） 行政が提供しているサービス全般のこと。 

 旧耐震基準 昭和 56 年 5 月 31 日以前に確認申請を受けた建物に適用されて

いる耐震基準。これに該当する建物は、法改正後の基準に求め

られる耐震性能を満たしていない可能性があるため、耐震診断

を要する。 

 公共施設 公共事業により供給される施設のうち、庁舎、学校、図書館、

体育館など、建築物のこと。また、公共施設にインフラ施設を

加えたものを公共施設等と称している。 

 公共施設マネジメン

ト 

地方自治体が保有または使用する全ての公共施設等とその環

境を、財務、品質、供給の各要素から全体最適の視点で総合的

に企画、管理、活用すること。 

さ 指定管理者制度 地方自治体が設置する公の施設の管理運営を、指定する民間企

業等に行わせる制度のこと。 

 修繕 破損や摩耗による性能劣化を取り除き、実用上支障のない状態

まで原状回復を行うこと。 

 集約化 同じ又は類似する行政サービスを集め、１つの施設として整備

すること。 

 新耐震基準 1978 年の宮城県沖地震（マグニチュード 7.4、最大震度 5）後、

建物の被害状況を分析した上で制定されたもので、昭和 56 年

6 月以降に建築確認通知を出した建物に対して適用される基

準。 

た 耐震化 現行の耐震基準（新耐震基準）では、中規模の地震（震度５強

程度）に対しては、ほとんど損傷を生じず、極めて稀にしか発

生しない大規模の地震（震度６強から震度７程度）に対しては、

人命に危害を及ぼすような倒壊等の被害を生じないことを目

標としています。この耐震基準以上に耐震性を高めること。 

 



 耐震診断 旧耐震基準で設計された既存の建物に対し、現行法の耐震基準

に照らして耐震性の有無を確認し、想定する地震の強度に対す

る安全性と被害程度を判断すること。 

 耐震補強 耐震診断の結果、耐震性能が耐震基準に達していない場合に、

耐震化するための補強のこと。 

 大規模修繕 建物の主要構造部や基幹設備などに係る、大規模な修繕のこ

と。建設後の経年状況によって定期的に実施され、建物の規模

や仕様により、多額の経費と相応の工期が発生する。 

 耐用年数 建築物が経年劣化によって老朽化し、許容できる限界性能を下

回るまでの期間のこと。 

 長期保全計画 長期的視野に立った予防保全の実施、建築物等の長寿命化の促

進及び効率的な予算執行と中長期的保全予算の推計に利用す

るため、建築物等の状況に応じ、中長期的に保全の実施内容、

予定年度、概算額等を部分的に設定し、作成する計画のこと。 

 長寿命化 経年劣化する建物のメンテナンスサイクルを確立し、症状がで

る前にあらかじめ保全工事を行なう予防保全を実施すること

で、建物基本性能を維持し、長期に利用する方法等のこと。 

 転用 行政サービスの提供を取りやめたハコモノに、他の施設を整備

すること。 

な 南丹市公共施設等総

合管理計画 

公共施設等の老朽化対策において、国の要請により策定した計

画で、公共施設等の現状把握、更新（建替え）や改修費用など

の将来予測、人口減少率などを総合的に検討し、公共施設等に

関する基本となる考え方を示す計画。 

 南丹市公共施設再配

置計画 

南丹市公共施設等総合管理計画に基づき、南丹市の公共施設マ

ネジメントの推進体制を構築するとともに時代に即したまち

づくりと適切な公共サービスの確保を着実に推進していくこ

とを目的として、公共施設の保有量の適正化を推進する方針を

示す計画。 

は ハコモノ 行政サービスを提供するための公共建築物のこと。 

 ファシリティマネジ

メント 

公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会（JFMA）に

おいて「企業・団体等が保有又は使用する全施設資産及びそれ

らの利用環境を経営戦略的視点から総合的かつ統括的に企画、

管理、活用する経営活動」と定義されている。 

 例) 保有する複数の施設（ファシリティという）を個別に

活用するよりも拠点施設以外を売却し、拠点を複合施設として

大規模修繕し、余剰階を貸室にする。」これは、保有している



資産を整理し、管理を簡略化、拠点施設以外の売却益を大規模

修繕費用に充当し、さらに余剰金があれば将来の予防保全費に

充当する。 

 フォローアップ 計画の効果を確認するため、その後の進展などを継続的に調査

し、評価すること。 

 プラント施設 生産設備、大規模な工場及び工場設備一式を示します。発電、

石油精製、原材料の製造など多様なプラント施設がある。 

 複合化 複数の用途・機能の行政サービスを合わせて、１つの施設とし

て整備すること。 

 平準化 建築物の更新、大規模修繕にかかる経費の年度間調整を行い、

特定の時期に過度の財政負担が集中的に発生するのを抑制す

ること。 

や 用途廃止 行政財産としての用途（目的）を廃止し、普通財産とすること。

普通財産は、貸し付け，交換し，売り払い，譲与し，またはこ

れに私権を設定することができ、その経済的な価値を保全発揮

することにより、間接的に財政に貢献するよう運用する必要が

ある。 

わ ワークショップ さまざまな立場の人々が集まって、自由に意見を出し合い、互

いの考えを尊重しながら、意見や提案をまとめ上げていく場の

こと。 

英 ＰＰＰ Public Private Partnership（パブリック・プライベート・パ

ートナーシップ）の略。 

公共サービスの提供に民間が参画する手法を幅広く捉えた概

念で、「官民連携」とも呼ばれ、民間資本や民間のノウハウを

活用し、効率化や公共サービスの向上を目指すものとされてい

る。PPP は官と民との協同的取組を表す包括的で多様な形態が

ある。 

 ＰＦＩ Private Finance Initiative（プライベート・ファイナンス・

イニシアティブ）の略。公共施設等の建設、維持管理、運営等

を民間の資金、経営能力等を活用し、効率化やサービス向上を

図る公共事業の手法のこと。公共施設の指定管理も PFIの事業

方式のひとつで、PFI には多様な事業方式があり、主に次のよ

うな事業方式がある。 

BTO（Build Transfer and Operate）方式、民間事業者が施

設を建設し、施設完成直後に公共に所有権を移転し、民間事業

者が維持管理及び運営を行う。 



BOT（Build Operate and Transfer）方式、民間事業者が施

設を建設し、維持管理及び運営し、事業終了後に公共に施設所

有権を移転する。 

BOO（Build Operate and Own）方式、民間事業者が施設を建

設し、維持管理及び運営をするが、公共への所有権移転は行わ

ない。 

RO（Rehabilitate Operate）方式、民間事業者が自ら資金

を調達し、既存の施設を改修・補修し、管理・運営を行う。 

   

 ※1 用語集にない用語等については、南丹市公共施設等総合管理計画を参照ください。 

※2 南丹市公共施設等総合管理計画と重複する用語がありますが、解説のため加筆修正しています。 


